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　子育てや介護などの相談を受けて、専門機関を紹介
　子どもや高齢者の見守り
　�65歳以上の世帯の調査　など

　盛岡が安心して暮らせるまちであるために、日ごろから
地域住民の見守り役・相談役として活動している人たちが
います。今回はその活動内容などを紹介します。　
�地域福祉課☎626-7509

　民生委員・児童委員とは、民生委員法と児童福祉法に基づき厚
生労働大臣から委嘱を受けた、地域のボランティアです。誰もが
安心した生活を送れるように、地域の身近な相談相手として行政
や専門機関への「つなぎ役」の役割を担っています。また、住民
一人一人の人権とプライバシーを尊重し、秘密を保持する守秘義
務があります。

誰もが安心して暮らせる社会に　最終回

民生委員・児童委員とは

「民生委員・児童委員」皆さんの地域には がいます

　民生委員・児童委員は、困っている人
に寄り添い、適切な機関へつなぎ、困り
ごとの解決へ導きます。その困りごとは、
町内会や行政などを含め、地域のみんな
で解決すべきものかもしれません。よ
り良い地域をつくるため、お気軽にご
相談ください。

盛岡市民生児童委員連絡協議会　米
まい

田
た

ハツエ会長
　全国では約23万人が活動しています。市内では12月１日に民
生委員・児童委員の一斉改選が行われ、570人が活動しています。

どんな活動をしているの？

どのくらいの人が活動しているの？

・・・

●市民の皆さんへ

　委員の活動を通じたたくさんの人との出会いは、その分だけ
学ぶことがあり、自分の考え方を広げることにもなります。ま
た、活動での経験や研修などで得た学びを地域の皆さんに還
元できることが、やりがいにもつながります。興
味がある人は、ぜひ一緒に活動してみませんか。

●民生委員・児童委員のやりがい

できることからすぐに実践！
「食品ロス」削減に取り組もう

ごみの減量と再利用について、役立つ情報をお知らせ！【問】資源循環推進課
　　��☎626-3733

今月の
テーマ

３Ｒマイスターへの道
VOL.30

　年初めは、家族や親戚と食事をする機会が多くなります。そんな
時に気を付けたいのが「食品ロス」。以下のポイントを参考に、食
品ロス削減に取り組みましょう！

・�週１回、冷蔵庫を整理する「冷蔵庫お片付けデ
ー」を実践する
・買い物前に冷蔵庫に何が入っているか確認する
・�買い物の際は「必要な食材を食べきれる分だけ
購入」や、並べられた商品を手前から選ぶ「て
まえどり」を実践する
・�食べきれなかった場合は、他の料理に活用して
おいしく食べきる工夫をする

・�料理の量を選べたり、食べ残しを持ち帰りできる
など、食品ロスの削減に取り組む飲食店（「もった
いない・いわて☆食べきり協力店」など）を選ぶ
・食べきれる量を注文する
・�宴会では、乾杯後30分とお開き前の10分は料
理を楽しみながら食べきる取り組み「3

さんまる

0・1
いちまる

0
運動」を実践する

・�食べきれない食品をフードバンクに寄付する活
動「フードドライブ」を実践する

●フードバンクの設置場所
市役所本庁舎や市保健所など市内30カ所

●寄付いただきたい食料品
缶詰類、レトルト食品、瓶詰類、ふりかけ類など
【注意点】
１　賞味期限が１カ月以上あり、常温保存できるもの
２　未開封で賞味期限のあるもの　など

フードバンクについ
てもっと知りたい人
はこちら消費者庁がクックパ

ッドに掲載している
レシピも参考にして
みてね

「もったいない・い
わて☆食べきり協
力店」はこちら（県
ホームページ）

フードバンク岩手の
ホームぺージ

家庭でできること

外食時にできること

フードドライブをやってみよう

・�・・・
・�

私たち地域おこし協力隊

大ケ生に根ざした生活を営み、
農業支援と新たな魅力発掘に取り組む

山 代 森 さん

も りし ろや ま
活動２年目

―どのような活動をしていますか？
　農作業の手伝いをメインに活動しています。ただ、
農業の経験がないので、手伝うというよりも一緒に
作業しながら、リンゴや米の栽培、牛の飼育などを
学ぶ毎日です。また、季節の行事や食べ物、地域に
残る風習を伝えたいという思いから、写真を使って協
力隊の仲間と冊子を作る活動にも力を入れています。

―活動の中でのやりがいは？
　たくさんの人と出会い、自分が知らない大ケ生を発見できる
ことです。ここに来た頃は、自分に何ができるか見当がつかず、
一軒一軒あいさつに回ったり、仕事を見せてもらったりしてい
ました。徐々に人の輪が広がり、依頼が増えてきました。協力
隊を知ってもらい、頼りにされることはとてもありがたいです。

―大ケ生の魅力は？
　地域の皆さんの人柄の良さです。先輩隊員が築いてくれた人
間関係もあり、協力隊の存在や活動が少しずつ認識されてきたと
思っています。日々の生活でも、いつも気にかけてくれ、玄関先
で楽しく話していたら１時間たっていたことなど日常茶飯事です。

―今後の目標について
　冬は農作業が一段落するので、地元の木を生かした手仕事に
取りかかりたいです。大ケ生ならではの暮らしや風景を写真に
残しており、協力隊の任期が終わるときに、地域で撮った写真
の展示ができたらいいなと思っています。

「地域おこし協力隊」とは
都市部の人材を地方の新たな担い手として受け入れ、地域を活性化するための活動などに
取り組みながら定住・定着を図る制度です。各隊員は経験や特技を生かして、新しい発想
で活動しています。任期は３年。　　　　　　　　　　　　　活動内容など、詳しくは▶

地域の仕事を受け継ぐ
　市では現在９人の隊員が経験や能力を
生かして、中山間地域の活性化や地域の
魅力発信などに取り組んでいます。今回
はそのうち２人から活動内容や、暮らし
ぶりについて聞きました。
【問】企画調整課☎626-7534

▲�シナノキの樹皮とその繊
維で作られた手作りのバ
ッグ、大ケ生で収穫した
リンゴ。バッグは自身で
縫製した。将来的には布
を作るところから始めた
いと話す。

玉山の「農のめぐみ」を獣害から守り、
地域に合わせた防除の方法を模索する

阿 形 正 さん

ただしが たあ

東京都杉並区出身。活動のテーマは「獣害から『農のめぐみ』
を守るプロジェクト」。玉山地域で野生動物の被害から農作
物を守る活動をしている。また、野生動物の痕跡から住民
に注意を促したり、地域の生産物で作った撒き餌を試作し
て反応を見るなど、生態を調査し、活動に生かしている。

活動２年目

―どのような活動をしていますか？
　山から耕作地に下りてきて農作物に食害を与える
野生動物の防除が中心です。玉山地域は山間に耕作
地が点在し、電気柵などの設備で全て守るのは困難
です。経験が少なくても捕獲できる方法や、各耕作
地に適した防除方法について、日々模索しています。

―玉山地域に引っ越して変わったことは？
　まずは気持ちが若返りました。自分より年配の人が朝から夜
までコツコツ働いているのを見ると負けていられないなと。あ
とは助け合いの精神です。頼みごとをすると一生懸命応えてく
れます。玉山の厳しい自然環境から生まれた生活スタイルが「助
け合い」であると考え、私も活動を通じて全力で応えたいです。

―玉山地域の魅力は？
　人の手が加わっていない、本来の自然が多く残っているところです。
自分の足で歩きまわるうちにいいなと思える場所に出会えたり、次は
コーヒーを持ってこようとか、新たな楽しみ方を考えたりすることも
できる。観光地にはない、岩手の自然を満喫できると思っています。

―今後の目標について
　「野生動物捕獲後の処分」という課題に取り組みたいです。捕
獲までは行政の支援がありますが、処分体制が整っていないた
め、解体などの負担が大きいことが問題です。それを解決する
ための取り組みを進める必要があると思います。その先に命を無
駄にしないようにジビエ肉の加工所などができれば良いですね。

くくり罠（土台）▶
野生動物の捕獲に使用して
いる。動物がわなを踏むと
付属のワイヤーが足に巻き
つき、捕獲される仕組み。

▲�伝えたい、残したい地域の
暮らしを掲載した冊子「お
おがゆう」

宮古市出身。活動のテーマは「金山の里・大
ケ生地域における山里暮らしの継承支援」。
大ケ生に残る築100年近くの曲り家※を活動
拠点に、地域の暮らし方や伝統を受け継ぎ、
地域内外に魅力を伝える活動をしている。
※�農村家屋の伝統的建築様式の一つ。母屋と
馬屋がＬ字型に一体化した特徴を持つ


